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1．審査会合での指摘事項

番号 指摘日時 分類 指摘事項の内容

73 2017/8/29 50_1.7_FCVS
格納容器圧力逃がし装置隔離弁の遠隔人力操作機構における現場の環境条件を踏まえた
耐環境性評価について、評価方法を整理して提示すること。

74 2017/8/29 50_1.7_FCVS

サプレッションプール水位計の代替パラメータについて、ベント判断基準及びサプレッション
プールを水源として水位が確保されていることの判断基準の観点から整理して提示すること。
また、サプレッションプールを水源として使用するポンプの停止基準の考え方を整理して提
示すること。
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（１）指摘事項

• 格納容器圧力逃がし装置隔離弁の遠隔人力操作機構にお

ける現場の環境条件を踏まえた耐環境性評価について、評

価方法を整理して提示すること。

（２）回答

遠隔人力操作機構フレキシブルシャフト（図1）は，フィルタ装置

入口配管付近に敷設されることから高線量，高温雰囲気による

機能への影響の可能性があるため，これらの耐性を確認した。

①耐放射線性について

• 遠隔人力操作機構を構成する部品のうち，フレキシブルシャ

フトの被覆（シリコンゴム）及び摺動部に使用される潤滑油は，

長期的には放射線による劣化が考えられる。

• 積算線量の評価条件を表1に示す。

• 評価の結果，フィルタ装置入口配管からの直接ガンマ線の7

日間の積算線量は19kGyであり，設計値の36kGyを超えない

ことを確認した。

• フレキシブルシャフトの被覆は，据付時等の製品保護用であ

り，劣化（硬化）しても機能への影響はない。

• また，潤滑油については，隔離弁の操作時間のような短期間

で劣化（粘度増加）することはなく機能への影響はない。

図1 遠隔人力操作機構フレキシブルシャフトの構造

2．指摘事項の回答（No.73） （1／3）

項 目 評価条件 備 考

想定事象

格納容器破損モード「雰囲気圧

力・温度による静的負荷（格納容

器過圧・過温破損）」

代替循環冷却系を使用しない場

合

放出量条件
事象発生から19時間ベント

（Ｄ／Ｗベント）

サプレッション・プールでのスクラ

ビングによる除去係数に期待しな

いＤ／Ｗベントを選定

線源条件
総放出量の10％の放射性物質

（希ガスを除く）が均一に付着

別紙30参照

付着した放射性物質のガンマ線線

源強度を第10表に示す。

配管条件
配管外径 ：609.6㎜

配管板厚 ： 9.5㎜

配管板厚が薄い第一弁付近の配

管を想定し設定

配管長は100mと設定

評価位置 配管表面から25cm地点

配管表面からフレキシブルシャフト

の最短距離から設定。（配管から

25cm以上離して敷設する設計）

直接ガンマ線

評価コード
ＱＡＤ－ＣＧＧＰ２Ｒ 三次元形状を扱う遮蔽解析コード

表1 線量評価条件

SA設備 50条（原子炉格納容器内の過圧破損を防止するための設備）別紙33より
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（２）回答（つづき）

②耐熱性について

• ベント時のフィルタ装置入口配管は，表面温度を170℃程度（別紙30）と評価しているが，周囲の温度が60℃程

度になるように保温を施工する設計としている。

• フレキシブルシャフト被覆（シリコンゴム）の耐熱温度は200℃以上であり，また，遠隔人力操作機構を構成する

フレキシブルシャフトの被覆以外の部品については金属材料であり，温度上昇が機能に影響することはない。

（３）記載箇所

ＳＡ設備 ５０条（原子炉格納容器内の過圧破損を防止するための設備） 補足説明資料11別紙33

2．指摘事項の回答（No.73） （2／3）

図2 遠隔人力操作機構の模式図

SA設備 50条（原子炉格納容器内の過圧破損を防止するための設備）別紙48より
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図3 フレキシブルシャフトの敷設位置

弁設置位置

遠隔人力操作位置

フレキシブルシャフト

2．指摘事項の回答（No.73） （3／3）

SA設備 50条（原子炉格納容器内の過圧破損を防止するための設備）別紙48より

6



2．指摘事項の回答（No.74）

(1) 指摘事項

サプレッションプール水位計の代替パラメータについて、ベント判断基準及びサプレッションプールを水源として水位

が確保されていることの判断基準の観点から整理して提示すること。また、サプレッションプールを水源として使用す

るポンプの停止基準の考え方を整理して提示すること。

(2) 回 答
サプレッション・プール水位不明時の代替パラメータによる推定方法及び操作の判断基準は下記の通り。

(3) 記載箇所
・重大事故等対処設備58条（計装設備） 第3.15-7表 代替パラメータによる主要パラメータの推定
・技術的能力1.15（事故時の計装に関する手順等） 第1.15-3表 代替パラメータによる主要パラメータの推定

分類 代替パラメータ ※１
代替パラメータによる推定方法

ベント判断基準，ポンプ停止基準

原子炉格納容器
内の水位

①低圧代替注水系格納容器スプレイ流量
②代替淡水貯槽水位

①低圧代替注水系格納容器スプレイ流量から注水量を算出し，
サプレッション・プール水位を推定する。
②外部水源である代替淡水貯槽水位の変化量から，サプレッ
ション・プール水位を推定する。
＜ベント判断基準＞
上記①又は②の推定方法により，ベント判断基準であるサプ
レッション・プール通常水位＋6.5m（ベントライン下端から
－1.64m）の到達確認をもって，ベントを実施する。

水源の確保 ①高圧代替注水系系統流量
①原子炉隔離時冷却系系統流量
①高圧炉心スプレイ系系統流量
①代替循環冷却系原子炉注水流量
①残留熱除去系系統流量
①低圧炉心スプレイ系系統流量
②常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力
②原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力
②高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力
②代替循環冷却系ポンプ吐出圧力
②残留熱除去系ポンプ吐出圧力
②低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力

①高圧代替注水系などの流量から，ポンプが正常に動作してい
ることを把握することにより，サプレッション・プール水位が確保
されていることを推定する。
②常設高圧代替注水系ポンプなどの吐出圧力から，ポンプが正
常に動作していることを把握することにより，サプレッション・
プール水位が確保されていることを推定する。
＜ポンプ停止基準＞
ECCS系の配管破断などによりサプレッション・プール水位が流
出し，ポンプの必要ＮＰＳＨが得られず，ポンプ吐出圧力の異
常（圧力低下，ハンチングなど）が確認された場合に，ポンプを
停止する。

※１：代替パラメータの番号は，使用するパラメータの優先順位を示す。
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